
木更津工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 哲学A
科目基礎情報
科目番号 0155 科目区分 一般 / 必修選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 授業時に資料を配布する
担当教員 小谷 俊博
到達目標
哲学的な問題について主体的に考え、自分なりの考えを形成できるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 各授業の問題について自分の考え
を明確に主張することができる。

各授業の問題について自分の考え
をある程度主張することができる
。

各授業の問題について自分の考え
を主張することができない。

評価項目2
各授業で取り扱われる問いがどの
ようなものかを明確に説明できる
。

各授業で取り扱われる問いがどの
ようなものかをある程度説明でき
る。

各授業で取り扱われる問いがどの
ようなものかを説明できない。

評価項目3
各授業で取り扱われる問題の背景
知識について明確に説明すること
ができる。

各授業で取り扱われる問題の背景
知識についてある程度説明するこ
とができる。

各授業で取り扱われる問題の背景
知識について説明することができ
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 哲学は、知識の習得よりも主体的に考えることの方がはるかに重要である。考えることに重点を置いた講義を行う。

授業の進め方・方法 スライドで問題を提起しつつ、適宜考える時間を取る。時に指名して意見を求める、あるいは学生間でのディスカッシ
ョンを取れ入れる予定である。なお、この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習を180分以上行うこと。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション・認識論① 授業の方針について、知識の古典的定義とは何かを理
解する。

2週 認識論② 古典的基礎づけ主義およびゲティア問題とは何かを理
解する。

3週 懐疑論 代表的な議論を通して懐疑論とは何かを理解する。
4週 人格の同一性 人格の同一性とはどのような問題かを理解する。

5週 言語① 言語哲学の基本的な問題として、言語の意味に関する
問題を理解する。

6週 言語② 言語哲学の代表的な問題を検討する。

7週 心① 心の哲学の代表的な問題を例に、どのような問題を扱
う分野かを理解する。

8週 心② 心の哲学の代表的な問題を検討する。二元論の問題点
などを具体的に理解する。

2ndQ

9週 心③ 心の哲学の代表的な問題を検討する。機能主義などの
立場の概要や問題点を理解する。

10週 心④ 心の哲学の代表的な問題を検討する。意識の問題に関
するさまざまな議論の特徴を理解する。

11週 道徳① 規範倫理の基本的な見解について理解する。
12週 道徳② 正義とは何かについて基本的な見解を理解する。
13週 道徳③ メタ倫理学の代表的な問題を理解する。
14週 科学 科学哲学の代表的な問題を理解する。

15週 総括と展望 これまでに学んだことの総括および哲学のさらなる問
いの領域を知る。

16週
評価割合

レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


